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季節、春ともなれば初々しい新入社員が軒並み顔をそろ
える頃。それは数年前、ご多分にもれず、つい先日まで学
生だったＩさんが新メンバーとしてわが社にやってきまし
た。Ｉさんの指導係としてやる気十分の私は、早速こんな
ことを彼に聞いてみました。
「ねえ、この会社に入って、やってみたいことって何？」
どんな言葉がでてくるか、それはわくわくと楽しみに待っ
ていれば、
「そうですね～。とりあえず、車が欲しいっすね。」
「………。（なんだ、そりゃ？）」
「あのね。そういうことじゃなくて、仕事のこと聞いてる
の。仕事での目標はどうなの？（既に詰問調）」
「あっ、（視線およぎ、あたふたと動揺する。）仕事では…
まずは自分に与えられたものをしっかりやる…です。」
なんだかがっかりだなあ。20歳ってこんなものなのかな
あ。仕事の目標とかビジョンとか、持ってないのかしらね。
ふと、自分のことを思いおこしました。うちは曽祖父の
代からの自営業。一人娘の私は父が経営する印刷会社に入
社したものの、仕事に没頭すればするほど、本当に自分の
やりたいことは他にあるとの思いが強くなる日々を悶々と
送っていました。本当は企業研修の仕事がしたい、なのに、
こうした自分の気持ちに嘘をつきながら生きていていいの
だろうか？ ある日、勇気をもって父に打ち明けました。
「実は研修の仕事がしたい。」と。かえってきた言葉は、「そ
んなので生活できるか。仕事がそれほどあるとも思えない。
それにどうやってやるつもりなんだ。父さんもやりたいこと
はあったけど、ここで頑張ろうと思ってやってるんだ。」そ
うして私のビジョンは少しずつ埃をかぶっていきました。そ
こに再び光がさしたのは４年前、きっかけはコーチとのセッ
ションでした。「実はずっと気がかりなことがあって。印刷
会社のことはとても大切に思っているんですが、どうして
も気持ちがのってこないんです。本当は…。研修の仕事が
したいと思っていて…。」返ってきた言葉は一言。「素敵
じゃない！ もっと聞かせて。」それからは、どうして研修の
仕事がしたいのか、それを通して実現したいことは何なの
か、研修を受けた人たちにどうなってほしいのか、それが
できると自分はどんな気持ちになれるのか、どんな研修が
したいのか、研修は自分にとってどんな意味があるのか…。
気づいたときには、話し始めてゆうに30分はたっていまし
た。今一度自分のビジョンを信じてみよう、不思議と勇気
がふつふつとわいてきた感覚を今でも覚えています。
ビジョンを人に語るのはとても勇気がいること。なぜな
らば、そんなことできるの？ なんて言われて安易に傷つき
たくない、笑われたくない、あきられたくもない。そして、
人は次第に無難なことを言うようになっていくのだと思い
ます。だからこそ、ビジョンを自由にのびのびと語れる相手
が身近にいれば、人はどんどん伸びていくのではないでしょ
うか。
話はＩさんに戻ります。彼に目標やビジョンがないなん
て決めつけないで、もっと彼を信じるところから再スター

トです。
「ねえ、Ｉさんはさ、学生から社会人になって、人生、こ
れから自分でデザインしていく自由を手に入れたんだよね。
これからどんなふうになっていきたい？ なんにも制限がな
いとしたらさ、どんな仕事してみたい？」「中学、高校、専
門学校とか、今までを振り返ってみてね、Ｉさんの成功体
験ってどんなのがあるの？ 是非聞かせてよ。」
そんな問いかけ続くこと２ヵ月間ほど。Ｉさんは最初の
ほうこそ、ごまかし笑いをするなど多少困惑モードでした
が、少しずつ自分の内側にある思いにじっくりと向き合う、
そんな様子へと変わっていきました。
「実は、自信がないんです。」
「自信がないっていうと…？」
「高校のとき、試験ができなくて…。勉強してもわからな
くて…。自分って馬鹿なんだなあって…。だから、専門学
校入ってからは一生懸命やったんです。もうそんな自分に
はなりたくなくて。将来は…。映像制作やってみたいんで
す。人をあっと言わせるような、感動してもらえるような、
そんな映像つくってみたいです。目標にしている人もいて、
その人、本当にすごいんで人なんですよ。」
「モデルにしている人がいるんだ。いいなあ。何年後には
その人みたいになっていたいの？」
「あまりにもその人とは差がありすぎて…。ちょっと想像
できないですね…。あのぉ、俺…。俺、ビックになりたい
んです！ ははっ、（笑）言っちゃった！（照れ笑い）」
「いいじゃない。素敵じゃない！ 目指そうよ、その人。」
「近づけるかなあ。」とＩさん、まんざらでもない様子。
「ねえ、うちの会社で何を学べばその人により近づけるよ
うになれるのかな？」
「やっぱり…。仕事の基本っていうか、社会人っていうの
をしっかり学びたいですね。自分、まだまだ甘いところが
あると思うんで。だから、仕事をきちんと任せてもらえる
ようにまずはなりたいです。」
そう語る彼は20歳のおにいちゃんではなく、将来を見据
えた青年の眼差しをしていました。
さてさて、それから季節かわり秋の頃。とうのＩさんが
こんなことを言ってきました。
「猪俣さんってすごいと思うんです。自分の夢をどんどん
かなえていってるじゃないですか。日本コーチ協会の栃木
支部たちあげて、コーチングの会社もつくって…。すごい
なって…。」
「えっ、そう？ ありがとう。（照れる。）でも、Ｉさんだっ
て叶えたじゃない。ほら、車、買ったじゃない！」
「いやあ、猪俣さんにあの時はすごく怒られたけど。（笑）」
「ええーっ！ 怒ってないってば。（よく覚えているな。）」
ビジョンを語る、語らせる。そこには人の行動を未来へ
と向かわせる大きなチカラがあるようです。さて、今年の
新人諸君のビジョンはいかに？ 何がでてくるのかとても楽
しみです。
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